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物質を 5 種単離し、二次元 NMR 等の解析から新規化合物であり、saprolmycin （SP） 
A～E と命名した。SP 類は他の生物へは殆ど活性を示さないが、ミズカビへの活性は A
と E が強く、それぞれ 4、8 ng/mL と極めて選択的であった。SP 類は蛍光を有してお
り、構造中の不飽和糖と蛋白質との結合が示唆されていたことから、ミズカビ菌糸の可
溶性蛋白画分と SP-E を混合後、直接 SDS-PAGE に供して蛍光検出し、結合蛋白質 2
種を得た。解析の結果、いずれも nucleoside diphosphate kinase（NDPK）と考えら
れた。NDPK の組換え酵素を用いて、SP-E の酵素阻害活性を測定したが低く、強い選









探索し、経路中の酵素 IspG の阻害剤として、cyclo(L-Tyr-L-Pro) [別名 maculosin]を見出
したことは、有用生理活性物質の化学構造を考える上で重要な知見である。 
②大腸菌のフィラメント化と IspG 発現量、maculosin 添加量が密接に関わっていることを
見出し、MEP 経路中の中間生成物が細胞分裂に関わっていることを示唆したことは、微生






ている nucleoside diphosphate kinase（NDPK）であった。この結果は、生物的に未知な
部分の多い卵菌類の特性を知る上で、また、卵菌での NDPK の役割を考える上で興味深い
結果である。 











 学位申請者は、本学学位規程第 18 条第 1 項該当者であり、論文内容および公聴会での質
疑応答を通して、学位申請者が十分な学識を有し、博士学位に相応しい学力を有している
と確認した。 
 以上の諸点を総合し、学位申請者に対し、本学学位規程第 18 条第 1 項に基づいて、「博
士（理学 立命館大学）」の学位を授与することが適当であると判断する。 
